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研究開発の概要 本研究では、降雨による斜面崩壊が過去に複数時期で発生した地域を抽出して、斜面崩壊

の判読を行い、長期間にわたる斜面崩壊発生履歴データを作成した。また、斜面崩壊発生

履歴データを用いて、過去の降雨状況を考慮した降雨指標と斜面崩壊に関係する指標（崩

壊密度、崩壊面積率）との関係を分析した。さらに、近年の大量の雨が降った豪雨事例を

用いて、経験したことないような降雨を受けた地域における崩壊土砂量の増加傾向を分析

した。これらの分析で得られた結果を踏まえ崩壊土砂量の予測式について検討した。 

【研究期間：令和 2～3年度   研究費総額：約 24 百万円】 

研究開発の目的

（アウトプット

指標、アウトカ

ム指標）

過去の降雨状況を踏まえた（免疫性を考慮した）崩壊土砂量予測のための降雨指標の検

討、経験したことのない降雨に対する崩壊土砂量の増加傾向に対する分析とその予測手法

に関する検討を行う。 

必要性、効率性、

有効性等の観点

からの評価 

【必要性】（科学的・技術的意義、社会的・経済的意義、目的の妥当性等） 

 近年頻発している土砂・洪水氾濫は、斜面崩壊が多発した地域で発生し甚大な被害をも

たらすため、崩壊土砂量を精度良く予測する必要がある。一方で、斜面崩壊の発生・非発

生は不確実性が高く、同程度の降雨量であっても地域によって崩壊土砂量は大きく異なる。 

また、その地域が経験したことがないような降雨に対して崩壊土砂量がどのように増加し

ていくか分析されていない。このことから、甚大な被害をもたらす土砂・洪水氾濫の発生

予測や被害想定のため、崩壊土砂量の予測精度の向上は喫緊の課題である。 

【効率性】（計画・実施体制の妥当性等） 

 斜面崩壊発生履歴データの作成に必要となる空中写真・航空レーザ測量データ、降雨指

標の分析に必要となる降雨データ等を地方整備局および地方自治体から収集し、新たなデ

ータ取得を必要最低限にするなど、効率的に研究を実施した。 

【有効性】（目標の達成度、新しい知の創出への貢献、社会・経済への貢献、人材の養成等） 

 近年頻発する土砂・洪水氾濫の発生分析や被害想定のための数値計算に必要となる、斜

面崩壊の発生・非発生の予測、生産土砂量予測の精度向上につながる成果を得ることがで

きた。この成果を踏まえてさらに研究を進めることで、斜面崩壊の発生・非発生の予測精

度向上による土砂・洪水氾濫の発生の蓋然性が高い地域の把握、生産土砂量の予測精度向

上による河床変動計算における確度の高い境界条件の設定が可能になり、的確な土砂・洪

水氾濫対策計画の立案と推進に資する。 

外部評価の結果 研究の実施方法と体制の妥当性については、地方整備局等が所有する既存データを活用

するなど効率的に進めたことから、概ね適切であったと評価する。 

 目標の達成度については、降雨と斜面崩壊に関する過去の被害データを整理し、降雨指

標と斜面崩壊の関係について一定の成果を得られたことから、目標を達成できたと評価す

る。 

今後は、本研究を起点としてデータの充実を図り、より合理的な危険度予測・対策につな

がることを期待する。 
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総合評価 Ａ 十分に目標を達成できた 

Ｂ 概ね目標を達成できた 
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※ プロセスの妥当性や副次的成果、次につながる成果についても特記すべき場合には、
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